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まだ春浅い今日この頃、皆様にはお元気でお過ごしのことと思います。今世界では、ハイチを始
め、チリ、中国青海省などで大地震が相次いでいます。またブラジルでは集中豪雨による地滑り、
アイスランドの火山噴火など自然災害の頻度の多さ
に不気味さを感じます。これらは、これまで自然を独
占し、破壊してきた人間の生き方に対する警告なの
でしょうか。私がフィリピン、チリで被災者の方々に

「災害を通して何を学んだか」を尋ねたところ、被災者の皆さんは異口
同音に、「環境を保全すること」「助け合い」「一致団結（unity）」と言っ
ていました。私たちは、それと反対の行為をしているが故に、自然は人
類をたしなめているのでしょうか。自然との共存、人との助け合い、弱者
への配慮、そして隣人同士が団結する事の尊さに目覚めるように災害
という手段で心に働きかけているのでしょうか。以下にICAの活動をま
とめてご報告致します。今後とも共に助け合い運動をしていきましょう。
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ハイチ地震 被災者支援

チリ地震 被災者支援

2010年1月12日にハイチで起きた地震は、死者20万
人、被災者300万人という大きな被害をもたらし、メ
ディアでも大きく取り上げられました。ICAは2月下
旬に、スタッフ2名を震源地近くのプチゴアーブとレ
オガン地域に派遣し、現地ボランティアや警察と共
に約5700名に対する食料支援を行いました。被災
地では、日本をはじめ、世界中の団体が食料やシェ
ルター支援を行い、多くの被災者に行き渡っていま
す。しかし、復興の準備を始めるような状態にはなっ
ていません。今は雨期に入り、感染病などの病気が
懸念されています。ICAは、4月25日から、再度スタッ
フを2名派遣し、ジャパン・プラットフォームと共に、
さらに8000名に対する食料支援を実施しています。

食料配布を実施するICAスタッフ

2010年2月27日チリでマグネチュード8.8の地震があ
り、死者は800人を越えました。ICAは3月5日〜15日
まで佐藤理事長が現地に向かい、ジャパン・プラットフ
ォームと共に調査と1000世帯に対する食料配布を行
いました。そして、4月17日からは、田村とエルスワーズ
の2名が再度現地入りし、被害を受けたタルカとコンセ
プシオンの2カ所で食料配布と洗濯機や毛布、車椅子な
どを配布しています。今回の配布対象者は、タルカ地域
の身体障害者とコンセプシオン地域の津波の被害を受
けた漁師たちです。ICAチリの協力でセキュリティー上
の問題もなく、配布作業はスムーズに行われています。
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ホスピスが崩壊し、野外で被災生活を送る患者たち



インド プネ州農村開発事業

ケニア南部農業技術指導・植林活動

ソニー株式会社にバイオガス事業の現場を紹介する佐藤理事長

インド事業も今年で３年目をむかえます。昨年はミ
ルク集配センターの建設も新たに行われ、確実に村
民の収益増加に繋がっています。日本企業のソニー
株式会社のＣＳＲ部の方々が事業現場のバイオガ
スシステムを視察に訪れて下さいました。事業では、
今期以降も定期的な水牛の購入を行い、安定した
収益が得られるように努めていきたいと思っており
ます。また、村では灌漑によりモンスーン時期以外で
も野菜が栽培されるようになりました。現在は自家
消費分がほとんどですが、村民の収入向上のため市
場で販売できるような活動を続けていく予定です。

植林事業に意欲的に参加するマサイ族の女性

伝統的で独自の放牧文化を持つマサイ族は、東ア
フリカのケニアとタンザニア国境付近で生活し、推
定20万〜30万人いると言われています。3年続い
た干ばつで、家畜の食べる草や水が減少し、放牧
する土地も保護地区の区画整備で狭くなっていま
す。そのため、定住生活をしなければならなくなって
います。ICAは、農業文化のないマサイ族を対象に
3年間に渡り農業や植林活動を紹介し、今は現地
の女性が少しずつ農業に興味をもち始めました。今
年は貯水池修復や農園のオーナーシップを高める
研修を行い、住民が積極的に農業に取り組む事で
彼らの生活が向上できるようにしたいと思います。

ケニアの技術訓練校建設支援をお願いします！
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口座名義： I.C.A. 文化事業協会

ケニア中央部チャニア郡では、若者が職に就けず、昼間から町を徘徊し、麻薬や暴力、売春に
走り、社会問題となっています。2009年11月ICAは地域住民と対策会議を実施し、地域の若
者が手に職をつけ、収入向上活動ができる方法を議論し、技術訓練校の建設が自立した若者
の育 成に最 適であるという結 果になりまし
た。地域住民も道路整備や美化活動など労
働力提供を行う準備をしています。皆様のご
支 援でケニアに訓 練 校を建 設しましょう！
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英語クラスのお知らせ
カナダ人講師のグレン・アランによるレッスンの紹介です。グレンは流
暢な日本語を話し、大手企業の企業内英会話やプレゼンテーション
など多数指導。その他、個人レッスン、翻訳も手がけ、長期に渡り英
会話を指導しています。
　■お試しクラス1回無料キャンペーン実施中！　
　【受講費】　入会金10,000円、テキスト料5,000円、授業料など
　　　　　　（入会のご案内をご請求下さい）
　【講　師】　グレン・アラン
　【連絡先】　080-2064-5161
　　　　　　glennryan123456@gmail.com
　【問合せ】　上記連絡先に直接ご連絡下さい。
　　　　　　まずは、お試しクラスの予約を！

みるみる英語が話せるようになる


